
                                             

                                             

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

 
 

 

 

 

 

６年間の小学校生活がもうすぐ終わりますね。この６年間で、心に残る本に何冊

出会えたでしょうか。 

これまで読んできた本は、みなさんの中に力となってたくわえられています。 

その力で、これからもきっと、よい本に出会うことができるでしょう。そして 

よい本にたくさん出会うことは、自分を成長させることにつながります。 
 

「アハ体験」でおなじみの脳科学者･茂木
も ぎ

健
けん

一郎
いちろう

さんは著書の中でこのように書い

ています。 
 

読んだ本の数だけ、高いところから世界が見える（中略） 

十冊読んだ人は、十冊分の高さから、百冊読んだ人は、百冊分の高

さから、世界が見えるのです。 （茂木健一郎「頭は「本の読み方」で磨かれる」三笠書房,２０１５年 より） 

 

みなさんが登ったのはどんな高さでしょうか。そこから何が見えますか。 

これからもっともっと、広い世界をたくさん見てみたいと思いませんか。 
 

図書館は、本そして、人との出会いの場です。これからも、それぞれの場所で、 

新しい出会いを見つけてください。 

８１３９３ 冊 

北陽小学校図書館 

最終号 

２０１８．３．１５ 

６年間では 

一人当たり 約 ７２７ 冊 

１年生のとき   １２３０２冊 

２年生のとき  １６８３９冊 

３年生のとき  ２０１００冊 

４年生のとき  １１２３８冊 

５年生のとき  １０５４８冊 

６年生で    １０３６６冊 
 


